
 

令和８（２０２６）年度 大学院 修士課程（一般入試）学力検査問題紙 

試 験 科 目 名 
ランドスケープアーキテクチャ 

                        （４枚中１枚目）           
 

第 1 問 以下に挙げる環境設計に関するキーワード 20 個全てについて説明しなさい。（5 点×20 問） 

(1) 短期荷重 

(2) 禅宗様 

(3) ⽥園都市 

(4) 交差リブ・ヴォールト 

(5) テリトリー 

(6) 石綿（アスベスト） 

(7) 景観法 

(8) 鉋（かんな） 

(9) 日本の文化財保護法 

(10) 海洋汚染物質 

(11) 都市公園 

(12) 群集 

(13) ⾥⼭の保全 

(14) ブルータリズム 

(15) アビタ 67 

(16) 輝く都市 

(17) アール・ヌーヴォー 

(18) Other effective area-based conservation measures (OECM) 

(19) ヒートポンプ 

(20) カーボンネガティブ 
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                  （４枚中２枚目）          
 

 
【第 2 問～第 4 問（選択）】 
・第 2 問〜第 4 問のうち、2 問を選択して解答しなさい。3 問以上解答した場合は採点しません。 
・解答紙は 3 枚目と 4 枚目を用い、問題毎に解答紙を分けてそれぞれの解答を 1 枚に収めること。 
 
第２問 自然環境保全に関する問題（選択） 
自然環境保全についての知識と考え方について３問、回答すること。 
 
１.日本の植生について伺います。照葉樹林（常緑広葉樹林）の遷移の過程について、代表樹種名を示しながら説明しな

さい。（15 点） 
 
 
 
 
 
 
 
 
２.国連のグテーレス事務総長は、2023 年 7 月 27 日の記者会見で、地球温暖化の時代は終わり、地球沸騰化の時代が

到来したと述べました。この気候変動により、どのような現象が生じ、どのような対策が必要とされているのか、トピ

ックを一つ選び、あなたの考えるところを論じなさい。（20 点） 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．中山間地域は、平地に比べて産業基盤や生活環境が不利な条件にあるため、過疎化や高齢化が進み、集落機能が低

下するなどの問題が発生しています。この根本的な課題に対して、近年の行政機関の支援策を１つ取り上げ、あなたの

考えるところを論じなさい。（15 点） 
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                  （４枚中３枚目）          
 

第３問 景観生態・都市環境設計に関する問題（選択） 
景観生態・都市環境設計についての知識と考え方について問う問題を 3 問、回答すること。 
 
１．都市計画法は 1968 年に制定されました。この法律は、土地利用、都市施設の整備、市街地開発事業に関する計画

などを定めています。都市計画区域、区域区分、地域地区について、概要を述べなさい。（15 点） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．総合設計制度の概要を説明し、あなたの知っている実施事例について、その建物の名称、計画と特徴について論じ

なさい。（15 点） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．西日本における景観の課題として、竹林の拡大があります。竹林の特性、拡大するメカニズム、社会的な課題につ

いて、概要を説明しなさい。また、その対策について論じなさい。（20 点） 
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第４問 緑地景観デザインに関する問題（選択） 
緑地環境設計、ランドスケープマネジメントに関する基礎知識と景観計画の立案の視点に関する考え方を問う問題を３

問、回答すること。 
 
１．あなたの知っている歩きたくなる街又は通りの実例を挙げ、なぜ歩きたくなるのか？その要因を説明しなさい。空間構

造、構成要素、動線、景観、自然環境、施設の種類、ユーザーグループのうち二つ以上の観点から説明すること。 
（15 点） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．自然は防災、気温条件の緩和、生物多様性、健康増進、レクリエーション機会などの多様な便益を有します。このような便益を

一つ以上選び、自然が都市環境に対して便益をもたらす仕組みについて説明しなさい。（20 点） 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

３．Park-PFI 制度の概要を説明し、あなたの知っている実施事例について、その施設の名称、計画と特徴について論じなさい。 
（15 点） 
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受 験 番 号 
 

（４枚中 1 枚目） 
 
第 1 問 
解答はキーワード毎に線に沿って記述すること。なお、文字数に厳密に従って書く必要はありません。 

(1)  

(2)  

(3)  

(4)  

(5)  

(6)  

(7)  

(8)  

(9)  

(10)  

 
 

裏面には解答しないこと。裏面に解答しても採点しません。 
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（４枚中２枚目） 
 

第 1 問（続き） 
解答はキーワード毎に線に沿って記述すること。なお、文字数に厳密に従って書く必要はありません。 

(11)  

(12)  

(13)  

(14)  

(15)  

(16)  

(17)  

(18)  

(19)  

(20)  

 
 

裏面には解答しないこと。裏面に解答しても採点しません。 
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解 答 紙        
受 験 番 号         

 

                   （４枚中３枚目）         
 

第  問（選択問題、選択した問題番号を左の下線部に記入すること） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

裏面には解答しないこと。裏面に解答しても採点しません。 
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解 答 紙        
受 験 番 号         

 

                   （４枚中４枚目）         
 

第  問（選択問題、選択した問題番号を左の下線部に記入すること） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

裏面には解答しないこと。裏面に解答しても採点しません。 

 

 


